
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　
フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

時
の
人
た

時
の
人
た

ち
は
ち
は 

バ
ン
ド

バ
ン
ド

ン
は
ま
る
で

ン
は
ま
る
で

パ
リ
の
よ

パ
リ
の
よ

う
だ
と
感

う
だ
と
感

じ
て
い
た
こ

じ
て
い
た
こ

と
か
ら
、

と
か
ら
、
ジ

ャ
ワ
の
パ
リ

ャ
ワ
の
パ
リ
と

も
呼
ば
れ
て
い

も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

も
と
も
と
西
部

　

も
と
も
と
西
部

ジ
ャ
ワ
に
住
ん
で
い
る
人
は
ス

ジ
ャ
ワ
に
住
ん
で
い
る
人
は
ス

ン
ダ
人
が
多
く
、
有
名
な
料
理

ン
ダ
人
が
多
く
、
有
名
な
料
理

は
バ
タ
ゴ
ー
ル

バ
タ
ゴ
ー
ル
で
す
。
『
バ
』

で
す
。
『
バ
』

は
バ
ソ
と
い
う
魚
団
子
、

は
バ
ソ
と
い
う
魚
団
子
、

『
タ
』
は
豆
腐
、
『
ゴ
ー
ル
＝

『
タ
』
は
豆
腐
、
『
ゴ
ー
ル
＝

ゴ
レ
ン
』
は
揚
げ
る
、
と
い
う

ゴ
レ
ン
』
は
揚
げ
る
、
と
い
う

意
味
で
す
。
ス
ン
ダ
文
化
が
体

意
味
で
す
。
ス
ン
ダ
文
化
が
体

験
で
き
る

験
で
き
る
サ
ウ
ン
・
ア
ン
ク
ル

サ
ウ
ン
・
ア
ン
ク
ル

ン
・
ウ
ジ
ョ
村

ン
・
ウ
ジ
ョ
村
も
人
気
が
あ
り

も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
竹
の
打
楽
器

ま
す
。
竹
の
打
楽
器
ア
ン
ク
ル

ア
ン
ク
ル

ン
、
ク
ジ
ャ
ク
踊
り

、
ク
ジ
ャ
ク
踊
り
タ
リ
メ
ラ

タ
リ
メ
ラ

ク
、
木
の
人
形
劇

、
木
の
人
形
劇
ワ
ヤ
ン
・
ゴ

ワ
ヤ
ン
・
ゴ

レ
、
伝
統
的
な
舞
台
芸
術

、
伝
統
的
な
舞
台
芸
術
シ
シ
シ
シ

ン
ガ
ー
ア
ン

ン
ガ
ー
ア
ン
な
ど
で
す
。
香
美

な
ど
で
す
。
香
美

市
の
皆
さ
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

市
の
皆
さ
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

旅
行
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
バ
ン
ド

旅
行
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
バ
ン
ド

ン
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ン
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
茜
屋
出
雲
流 

松
京
香
会

  

「
舞
踊
の
会
」

【
日
時
】

４
月
21
日
（
日
）
12
時
開
演

【
場
所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

香
北

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

茜
屋
出
雲
流　

松
京
香
会

代
表　

出
雲　

松
京
香　

☎
52
・
１
３
３
２

　県道日御子土佐山田線の

谷・上平への標識を見て、

少し上ると三差路に「眺望

と自然満喫の里上平へ」の

案内板あり。すぐ上平の集

落に着く。ここは物部川の

段丘で、１８００年初めに

書かれた『南路志』の著者

武藤致和の祖父武藤忠左衛

門が正徳２年（１７１２）に田地を買い求め、美濃

屋井を掘り、上平の新田開発に力を尽くした。

　香北町の広い河岸台地は、藩の家臣が１６５０年

頃、新田を開発した。用水路の距離が長く、土地

が少ない大井平井は掛川屋、上平は美濃屋、１８

世紀になって城下の豪商によって開発された。美

濃屋井は、有瀬谷２㎞位上流に堰を築き（現・東

井）、水路幅６０㎝位で管理道も当時としては広く

立派な用水路である。

　最盛期に６町歩あった新田は、１９８５年頃に４

町５反余り、現在は３町６反余になり、農家は減

ったが、新入居者も一緒に清掃しているので、き

れいな水が流れている。

　美濃屋武藤忠左衛門は新田を造り、その時、聖

神社の霊夢により、上平の氏神様、当社の再興を

決意し、遷宮を行った。記録によれば、三間四面

様式※の本社と、たたみ６枚ほどの舞殿を正徳３

年（１７１３）正月４日に神事を行い、１２日から

高知市廿代

町で大工棟

梁大郎兵衛

ら８人で、

２０日に宮を

作り２８日に

棟上げ、同

日に遷宮を

行っている。

遷宮の神主

は土佐山田

町佐岡村の吉川甚左衛門、土佐山田町大法寺村の

吉川喜太夫・作太郎で儀式を行った。なお、同じ

正徳３年に忠左衛門は、五百蔵村の新田６０余石

を当社に寄進している。新田開発工事の無事と成

功を祈願して寄進したものであろう。

　享保１４年（１７２９）９月には本社・拝殿・鳥居

の修理がなされている。宮林は藩の御山方の支配

で、社殿修理の

ときは願い出て

伐採した。

（香美史談会）

※三間四面とは

社寺お堂の建築

様式で三間とは

長さではない。

◆
香
美
市
商
工
会
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
20
周
年
発
表
会

　

市
商
工
会
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
発

足
20
周
年
記
念
発
表
会
と
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
29
日
（
月
・
祝
）

開
場
＝
12
時
30
分

開
演
＝
13
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】
500
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
商
工
会
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

森
本
☎
53
・
２
２
７
７

☎
090
・
８
２
８
５
・
１
４
９
８

◆
第
５
回
香
美
市
長
杯

（
健
康
づ
く
り
推
進
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
）

【
日
時
】
５
月
14
日
（
火
）

【
場
所
】
土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶

楽
部

【
料
金
】
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
（
１

万
円
）
、
セ
ル
フ
（
８
千
円
）

※
昼
食
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付

き
。
別
途
コ
ン
ペ
参
加
料
金
と

し
て
３
千
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
罰
則
金
】
池
ポ
チ
ャ
・
Ｏ
Ｂ

各
200
円
（
上
限
千
円
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
高
知
工
科
大

学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
基
盤

工
学
専
攻
の
１
年
で
す
。
研
究

分
野
は
物
質
・
環
境
シ
ス
テ
ム

で
す
。
香
美
市
に
来
て
５
カ
月

に
な
り
ま
す
。
『
ジ
ャ
ラ
ン
』

と
い
う
言
葉
が
高
知
で
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
香
美
市
も
バ

ン
ド
ン
も
き
れ
い
な
山
が
見
え

て
『
ジ
ャ
ラ
ン
（
散
歩
）
』
す

る
の
に
い
い
町
で
す
ね
。
違
う

の
は
バ
ン
ド
ン
の
山
の
い
く
つ

か
は
火
山
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

バ
ン
ド
ン
市
は
ジ
ャ
ワ
島
に

あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

車
で
３
〜
４
時
間
、
人
口
約
240

万
人
で
す
。
高
地
に
あ
り
、
涼

し
い
で
す
。
憩
い
・
買
い
物
・

グ
ル
メ
・
芸
術
を
楽
し
む
た
め

の
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

か
ら
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
が 

た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。
『
ア
ジ

ア
に
お
け
る
最
も
創
造
的
な
五

都
市
の
一
つ
』
に
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ガ
地
区
と
い
う
古
い
オ

ラ
ン
ダ
人
街
が
あ
り
ま
す
。
当

香美史

記訪探
第４５回
 新田開発と神社　 
（香北町五百蔵）　

71

　　 　　
レ
ス
ナ
ン
テ
ィ
・
ウ
タ
ミ
・
ハ
ン
ダ
ヤ
ニ　　　　　　　

 　
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ン
市
）

広報かみ平成広報かみ平成２２年２年１２月号２月号広報かみ平成２５年４月号 広報かみ平成２５年４月号２７ ２６

掲　

示　

板

よしかず

うわだいら

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

コ
ち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方はお問い合

わせください。締切日は誕生月

の前月１日まで。  

      総務課☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

時
の
人
た

ち
は 

バ
ン
ド

ン
は
ま
る
で

パ
リ
の
よ

う
だ
と
感

じ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ジ

ャ
ワ
の
パ
リ
と

も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

も
と
も
と
西
部

ジ
ャ
ワ
に
住
ん
で
い
る
人
は
ス

ン
ダ
人
が
多
く
、
有
名
な
料
理

は
バ
タ
ゴ
ー
ル
で
す
。
『
バ
』

は
バ
ソ
と
い
う
魚
団
子
、

『
タ
』
は
豆
腐
、
『
ゴ
ー
ル
＝

ゴ
レ
ン
』
は
揚
げ
る
、
と
い
う

意
味
で
す
。
ス
ン
ダ
文
化
が
体

験
で
き
る
サ
ウ
ン
・
ア
ン
ク
ル

ン
・
ウ
ジ
ョ
村
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。
竹
の
打
楽
器
ア
ン
ク
ル

ン
、
ク
ジ
ャ
ク
踊
り
タ
リ
メ
ラ

ク
、
木
の
人
形
劇
ワ
ヤ
ン
・
ゴ

レ
、
伝
統
的
な
舞
台
芸
術
シ
シ

ン
ガ
ー
ア
ン
な
ど
で
す
。
香
美

市
の
皆
さ
ん
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

旅
行
の
と
き
は
、
ぜ
ひ
バ
ン
ド

ン
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
収
益
金
は
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

話
・
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
先
着
50
組

【
申
込
期
限
】
４
月
30
日（
火
）

【
主
催
】
香
美
市
長
杯
実
行
委

員
会

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

〒
782－

０
０
５
１

香
美
市
土
佐
山
田
町
楠
目
字

油
石
山
３
５
９
４－

１

土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

☎
52

・

３
１
６
１

   

52

・

３
１
６
２

◆
誌
面
の
感
想

 　

 

（
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
若
人

た
ち
の
笑
顔
を
絶
や
す
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
香
美
市
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

市
の
家
計
簿
は
理
解
し
や
す

い
と
思
っ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

市
の
家
計
簿
も
大
変
で
す
ね
。

家
の
家
計
簿
も
真
っ
赤
。
高
齢

に
な
り
、
困
っ
て
い
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

ク
イ
ズ
の
出
題
が
い
い
で
す
ね
。

景
品
に
つ
ら
れ
て
、
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
お

か
げ
で
、
こ
う
し
て
参
加
さ
せ

て
も
ら
う
と
、
来
月
の
広
報
が

よ
り
、
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

▼
今
月
号
で
特
集
し
た
香
美
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
自
分
も
企

画
段
階
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
広
報
香
美
で
お
知

ら
せ
し
き
れ
な
い
情
報
も
、
盛

り
だ
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。

ま
ず
は
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
（
細
木
）

ＦＡＸ

国道１
９５号

上平

五百蔵

下野尻

（

国道１
９５号

尻
至 

美
良
布

物部
川

上平から美良布を望む上平から美良布を望む上平から美良布を望む

　　

(山田高校マンガ部)


